
縄

a

，
S

書

‘

周

-

回

翠

得

軍
団
守
ι
て
a
，a香
川
鑓
軍
司
ヤ
園
M

主
用
-
臼
盟
得

え
a
Z

祖
母
犬
岡
崎
=
ャ
-
田
恵
三
喝
際
舞
櫓
君
可

含苧冴写経孝え閤帝都京

現回第巷九十倍書事

年四 十 朝 関 西→・F司

u
a
ε
'
e
b
S
C
J

・

禁

事事

一 一一一一ー一一一一

論

叢

利
率
決
定
者
と
し
て
の
銀
行
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
文
皐
惜
士
高

調

査

論

:

・

j
i
l
-
-
i
・e

・-
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
終
君
主
博
士
堵

時

論

載
}田)11 

虎 f呆

鞍
時
杭
制
粧
掛
下
の
産
業
組
合
:
・
:
!
:
・
;
都
道
一
博
士
八
木
芳
之
助
一
-

..... 
;t(. 

研

前
漢
書
貨
殖
俸
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想
・
:
経
済
皐
士
穂

聖
ト
マ
ス
の
共
同
時
思
想
・
i
t
-
-
j
i
-
-
・
:
:
:
親
済
皐
士
津

十
九
世
紀
末
葉
の
人
口
論
者
』
ン
セ
ン
に
就
い
て
経
済
準
士
青

設

苑

貨
幣
数
量
設
の
諸
形
態
と
そ
の
吟
味
・
:
:
:
縄
済
皐
士
青

十
六
世
組
の
原
憤
計
算
j
i
-
-
i
l
i
-
-
-
j
i
-
-
短
済
皐
士
岡

附

議

葉

報
外
園
雑
誌
論
題

盛崎積本山

来If~ 文秀愛

雄 J.主土佐共夫



~~ 

ー、・4ド

タ巳

貨
幣
敷
量
設
の
諸
形
態
と
そ
の
吟
味

1
9
ン
ダ

1
Y
の
数
量
読
批
判
の
紹
介
|

斉

秀

夫

111 

現
代
瑞
典
に
於
て
、

風
を
そ
の
宜
主
撒
水
し
て
終
消
却
論
泊
正
し
い
後
肢
の
た
品
川
に
官
庁
組
事
な
努

力
を
轍
け
つ
つ
あ
る
革
者
に
エ
リ
ク
a

リ
ン
r
1
ル
が
あ
る
。
彼
は
既
に

そ
白
租
概
論
上
白
貢
献
を
以
て
普
ね
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
の
最
近

目
業
績
は
貨
幣
理
諦
・
資
本
理
論
白
方
面
に
現
は
れ
つ
つ
あ
り
、
既
に

開
-Sロ
。
E
-
ω
r
d
L
y
r
岡
山
田
な
ど
に
於
て
そ
の
片
鱗
を
窺
知
し
得
る
彼
の
世

系
構
成
的
努
力
は
J
均
質
的
問
題
に
劃
す
る
綾
滑
な
肝
究
に
よ
っ
で
、
寅

に
設
、
る
と
こ
ろ
多
ド
。
こ
こ
に
取
上
げ
て
紹
介
し
よ
う
と
す
る
論
文

。
自
司
尚
一
r
L
回
ロ
品
己
目
色
F
ロ
ヨ
u
E
E
E
m
E
~
g
n
L
q
己
回
目
》
2
m
ヨ〈
M
U
〔
【
》
司
己
F

3
N
A
V
・
m
-
H
国
・
は
ウ
ア
サ
ラ
大
田
申
法
事
部
紀
要
第
九
加
と
し
て
公
に
さ
れ

た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
小
篇
も
正
よ

m
彼
の
理
論
展
開
の
主
要
方
向
を
察

知
せ
し
め
る
に
足

p
ぬ
と
は
い
へ
、
策
一
に
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
貨
幣
数

量
設
の
詩
形
態
に
つ
い
て
手
際
よ
い
様
相
酬
を
奥
へ
る
結
に
於
て
、
第
二
に

一
般
に
貨
幣
数
量
誌
を
遠
ざ
か
ら
ん
と
す
る
と
云
は
れ
る
瑞
典
準
汲
の
傾

I帯

ク
ヌ
ウ
ト
・
ゲ
イ
ク
セ
ル

の
る
の
重
厚
な
酬
明

貨
幣
数
量
話
回
諸
形
惑
と
そ
の
吟
味

ー一一 ← 一 一一一

向
。
一
端
を
示
す
駄
に
於
て
、
興
味
な
し
と
し
な
い
。
以
下
こ
れ
を
紹
介

す
る
が
、
法
患
の
筒
埴
の
潟
、
議
め
次
表
を
掲
げ
る
。
此
等
の
記
競
は
以

下
敷
量
設
の
交
替
的
諸
形
式
を
此
叫
べ
る
に
常
っ
て
使
用
す
る
と
こ
ろ
白
も

の
で
あ
る
。

月
草
哨
掴
沖
津
]
再
会
=
「
倒
言
活
亙
詰
4

3

H
河
A
J

明暗伸、剖ハ)

富
田
尚
喜
吋
u
h
M
伊
「
」
川
津
}
己
主
「
引
か
品
同
四
一
(
控
4
4
3
温
冷
静
茸
汗
制
作

山
町
神
8
4ヰ
判
印
刷
内
伸
「
-
一

-
E
叱
)

耳
目
日
控
司
書
翠
(
-
T
浄
白
山
市
河
内
、
司
司
一

F

捨
お
)
3
3
，
草
山
内
伊
引
決
議
哨
思
3

糊神州

諸
事
長
脅
T
M
{
昌
一
爆
弾
吋
却
す
ま
ゆ
H
h
g
a
誠
治
(
ヨ
「
忌

Z
=詩
作

仲
買
四
国

4
4向
)

命
議
開
ロ
パ
]
向
山
一
叫
す
向
い
F
2
l
g

対
¥
明
記
'
刊
号
湖
缶
、
同
F
F
し印字
r

E
期
和
一
台

叫
一
叫
淵
坤
3

3
講
陀
一

z
d語、
f
H
r
岬
廿
別
世

2

l

g

 

同 町 ， 同 制 『如、

留守

同
凶
ム

叩
詩
山
自
由
開
田

m
J
H

拠・

語
、
浦
三

タ
・
〈
凶
・

3
・

3
・
4
u
山
町
、
。
討
中
τ
パ
司
自
哨
r
w
・
去
叫
す
H
H
τ

(
註
)
ヨ
g
r
ミ
z
r
z
-
z
s
ロ
己
吉
田
川
乙
5
3
2
。
E
回
1
k
m
w
f
q
P
7
3
H
山
「
・

4
・
E
U
N
M
W
】
岡
山
凶
『
丹
同
O
I
M
M
・
司
=
乙

ν=品目山口問
Z
同

VM13-Lnu周円高官戸何回
V

旬一言問問ロロ
d

開

p
h
=
r
z
正
h
L古
O
B
F
r
u
可
コ
司
Z
E
E
-
同
r
・
寸
・
3
N唱
L
Z
P
M
N
・
有
名

な
二
部
作
司
g
E
ロ
宅
-
3
5
F
g
m
E
m
-
-
3
呂

町
2
2
2
開
司
己
主
r
E
E

Z《

r
r
S
M
0
・
は
今
借
入
手
し
得
な
い
。
何
此
他
彼
の
論
文
に
は
、

4
一
再
会
玉
2
回
以
内
会
『
H
目
。
。
ョ
♂
開
g
p
o
E
r
同
盟
a
m
Z
2
。
ロ
0
2
3
『

第
四
十
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貨
幣
数
量
詑
白
詩
形
態
と
そ
の
吟
味

。
ロ

E
m〈
向
島
問
。
「
岡
唱
凶
一
ザ
司
・
凶
喧
喧

-
N
E
『
司
『

ω
m
o
o
-
コ
o
u
E
E『
ロ
旦

E
'

E
-
E
印〕

E
2
5
骨円

C
e
-
-宅
問
「
吋

Z
3
m
g
"
ぎ
巴
停
電
目

k
P
E
r
-
F
F戸

M
F
M
U一回一
wu
国・士山
0
・
ロ
R
C
F
2四
Ed開

E
同
町

PPM-24司
自
民

E
M
m
w
E

m
長

5《
】
何
回

M
S
r
J司
巴

Z
-
E岳
F
E・
会

L
由凶
h
u
m
-
r・
な

rが
あ
る
。

，< 

)( 

)( 

〉く

所
認
貨
幣
数
援
説
の
意
味
す

voι
に
ろ
は
、
こ
れ
を
散
乱
一
し
般
的
に
解

ず
る
駅
り
、
貨
幣
駅
北
』
倒
給
水
唯
の
脱
出
動
止
の
問
に

U
J瓜
w
G

一
史
的
捌

係
が
有
注
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
悉
き
る
の
然

L
此
め
剛
山
諭
の
主
入
う
た
展

間
に
合
っ
て
は
、
或
は
貨
幣
数
量
と
債
格
水
準
と
の
聞
の
一
定
の
数
量
的

関
係
が

E
D
程
度
主
で
存
在
す
る
か
を
明
か
に
す
る
こ
止
が
問
題
と
な

目
、
或
は
更
に
此
の
二
国
子
問
に
凶
呆
闘
係
が

E
の
程
度
青
山
で
存
在
す
る

か
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
c
詔
常
こ
れ
ら
の
数
量
的
関
係
は
、

質
解
数
量
及
び
債
格
水
準
を
悶
子
と
し
て
合
む
方
程
式
に
基
づ
い
て
観
察

さ
れ
る
が
、
然
し
此
の
方
程
式
の
書
き
方
は
一
様
で
な
〈
、
貨
幣
数
量
及

び
債
格
水
準
な
る
概
念
を
如
何
に
規
定
す
る
か
、
ま
た
方
程
式
を
得
る
銭

に
如
何
な
る
補
助
概
念
を
使
用
す
る
か
、
に
よ
っ
て
夫
々
具
る
。
以
下
に

於
て
吾
々
は
此
毎
の
方
程
式
の
著
干
に
つ
い
て
概
念
規
定
を
分
析
し
、
こ

れ
と
関
聯
し
て
、
貨
幣
毅
量
と
債
格
水
準
止
の
闘
係
の
如
何
な
る
鉄
連
形

式
が
最
も
大
な
る
現
質
的
意
義
を
有
す
る
か
を
論
じ
よ
う
と
思
ふ
。

1) 

戸
』
「
】
目
同
J
同

J
1
j
E口
々
は
金
本
位
(
乃
至
は
何
か
他
白
金

属
本
佼
)

が
支
配
す
る
と
と
左
前
提
し
、

日

は

此

の

金

数

量

の

「
仮
想
的
」
流
迅
速
度
を
去
し
、
凡
て
の
貨
幣
単
位
(
金
貨
の
品
な

， 

第
四
十
九
巻

六
五

第
四
競

O 

ら
ず
銀
行
券
及
び
預
金
遁
貨
を
も
合
む
)

が
設
期
間
中
支
抑

hz
貸
現

す
る
総
問
教
を
金
貨
数
量
の
一
平
均
的
な
る
心
へ
さ
即
ち
叫
を
以
て

除
し
て
、
得
ら
れ
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
c

か
く
て
]
昌
一
〈
国

は
判
川
題
と
す
る
期
間
中
の
あ
り
と
凡
ゆ
る
貨
幣
取
引
の
線
額
を

十
択
す
が
、

れ
に;

釘

;ち
科
it 
(1) 

1ィ
~'".f，~ー
に L

l:士

frザ
(1) 

た
Nコ

此

l

i

n

ο

 

'hhぐ

E

E

1

9

4

:
一
;
。

豆
却
口
浩

f
z
J
'
T
由
主
ー
っ
す

上
一
記
の
交
換
方
程
式
は
、
第
一
に
、
町
及
び
引
が
不
費
な

ιぼ
、
叫
及

び
P
H
は
比
例
的
に
費
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
第
二
に
、
引
が
不
襲
な
ら

ば、

P
H
が

v
f
・
3
に
正
比
例
し
て
蹴
躍
動
す
る
こ
と
を
意
味
す

Z
0
・
第
一

の
命
題
は
、
貨
幣
が
、
他
の
事
情
に
し
て
一
様
な
ら
ば
そ
の
償
値
は
そ
の

敷
設
に
精
確
に
反
比
例
し
で
蹄
出
動
す
る
と
い
ふ
、
特
殊
の
性
質
を
者
ず
る

こ
と
を
明
か
に
す
る
限
り
に
於
て
、
重
要
で
あ
る
凶
夫
敢
に
今
、
金
数
量

を
共
に
す
る
の
み
で
他
の
一
貼
で
は
全
然
同
様
な
、
ニ
ワ
の
静
態
型
の
枇
曾

を
比
較
す
る
な
、
b
ば
、
そ
と
で
の
債
格
水
準
は
、
支
排
手
段
、
と
し
で
使
用

さ
る
る
金
数
量
に
精
密
に
反
比
例
す
る
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
で
、
金
が

産
業
別
訟
に
使
用
さ
れ
、
従
っ
て
金
の
債
値
の
臨
出
動
が
何
ら
か
の
程
度
に

於
て
生
産
構
誼
の
慶
動
を
も
た
ら
す
こ
と
と
関
聯
し
て
生
ず
る
'
と
こ
る
の

差
別
持
を
度
外
刑
す
る
限
り
、
相
割
償
絡
は
雨
枇
合
を
謡
ピ
て
同
一
で
あ
る
一
肘

第
二
の
命
題
が
出
議
黙
と
す
る
の
は
、
現
貨
の
動
態
的
事
情
白
下
に
於

て
、
若
し
貨
幣
の
流
遁
速
度
が
大
慣
に
於
て
不
費
な
、
U
ば
、
債
格
4
4

竿
は

大
盤
に
於
て
貨
幣
数
量
の
商
品
取
引
数
量
に
劃
す
る
比
に
正
比
例
し
て
嬰

P， T，にづいては IrvingFishel'， The Purchasing PO¥I¥!e:r of Money， p. 24， 
et seq. 1え'UFr. Divisia， L'indi.ce monetaire et la tll1~orie de ]a monnaie， 
1926， p. 40・参照。
Wlcksell: Lectures， vol. 2， p. 141;0 et seq. 
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勤
す
る
と
い
ふ
事
情
で
あ
る
。
最
早
問
題
な
の
は
完
全
な
比
例
性
で
は
な

〈
、
近
似
的
一
一
裁
に
過
ぎ
ぬ
。
敷
設
誌
に
闘
す
る
最
大
の
論
黙
は
此
の
近

似
度
蛇
ぴ
に
、
此
の
近
似
度
に
つ
い
て
何
ら
か
の
法
刈
が
認
め
ら
れ
る
か
、

と
い
ふ
こ
と
、
で
あ
る
。
今
や
、
貨
幣
数
量
遊
び
に
債
格
水
準
な
る
概
念

を
、
そ
れ
ら
の
痩
到
の
聞
の
比
例
性
が
最
も
蓋
然
的
な
る
如
く
規
定
す
る

の
み
で
な
〈
、
概
念
(
就
中
川
岡
山
刊
水
準
の
概
念
)
を
現
質
的
内
界
を
有
ナ
る

如
く
規
定
す
る
ミ
と
が
重
要
に
な
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
d

以
上
の
視
結
よ
り
上
の
形
の
交
換
方
程
式
を
観
察
す
る
場
合
、
出
ち
に

想
起
さ
れ
る
抗
議
は
、

F
と
M
と
の
問
の
何
ら
か
の
比
例
性
を
確
め
よ
う

と
す
る
と
き
、
現
在
で
は
M
を
へ
年
貨
数
量
し
か
合
全
ね
如
〈
限
定
し
得
な

い
と
い
ふ
主
張
、
こ
れ
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
以
前
は
事
情
梢
契
る
。
卸

ち
一
闘
の
会
資
数
賛
同
他
山
吉
州
手
段
と
一
定
の
比
市
中
を
品
川
常
維
持
l
て

ιた
。
勿
諭
此
比
例
刊
は
挑
め
て
不
先
人
工
で
あ
円
た
と
同
公
へ
、
凡
ゆ
る

場
合
を
沼
ピ
て
、
金
の
帯
減
は
仙
の
一
文
抑
手
段
の
こ
れ
に
到
聴
す
る
開
館
勤

を
惹
起
し
、
更
に
、
流
週
速
度
の
費
動
が
物
慣
の
費
動
を
相
殺
し
な
か
っ

た
結
果
、
一
般
的
債
持
水
準
に
於
け
る
こ
れ
に
封
腔
し
た
費
動
を
す
ら
も

惹
起
す
る
傾
向
が
存
L
た
。
然
る
に
世
界
大
鞍
後
金
数
量
と
他
山
支
抑
手

段
と
の
関
白
聞
係
は
著
る
し
く
緩
め
ら
れ
た
。
今
や
指
導
的
な
る
中
央
銀

行
(
別
し
て
米
閣
の
聯
邦
準
備
銀
行
)
は
、
金
準
備
と
外
部
に
一
疏
通
す
る
支

梯
手
段
と
の
聞
の
可
捕
時
的
比
例
性
を
前
提
す
る
如
き
金
政
策
を
行
ひ
つ
つ

あ
る
。か

〈
て
こ
こ
で
取
扱
っ
た
形
の
数
量
設
は
現
質
性
を
失
っ
た
。
差
常
っ

て
貨
幣
数
量
と
償
持
水
準
と
の
聞
の
何
ら
か
の
比
例
性
を
考
へ
ょ
う
主
す

貨
幣
数
量
詑
白
詩
形
態
と
そ
の
一
吟
味

る
な
ら
ば
、
吾
々
は
貨
幣
数
量
と
し
て
金
貨
数
量
以
外
白
も
の
を
考
へ
ね

ば
な
ら
ぬ
。-

P
F
L
H
|
|
こ
れ
は

I
・
ア
イ
シ
ヤ

1

の
周
知

2) 
の
公
式
で
あ
る
。
彼
の
叙
述
に
針
す
る
決
定
的
批
判

l
i

此
の

批
判
は
営
然
第
一
形
式
の
交
換
方
程
式
に
も
受
賞
す
る

l
lは

そ
れ
が
前
提
す
る
債
格
水
準
の
概
念
に
開
削
す
る
。
方
程
式
が
正

し
い
た
め
に
は
、

そ
の
右
謹
は
あ
り
と
凡
ゆ
る
貨
幣
取
引
を
包

r
話
せ
ね
ば
む
ら
ぬ
。
従
っ
て
そ
れ
は
借
用
誰
苔
(
債
索
、
手
形
生
寸
〉

に
矧
ず
る
凡
て
の

取
引
並
び
に

U
〉
匂
孔
止
ロ
〉

百
叫
イ
主
任
「

d~

一
方
的
譲
渡

八
相
制
刷
、
附
川
興
等
々
)

4

M

一A引
い
ま
ね
ば
た
ら
ね
。
特
に
一
方
的
談
、
阪
の

揚
合
に
あ
っ
て
同
支
挑
を
数
量
と
償
桁
と
の
積
と
し
て
構
成
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
借
用
詮
普
及
び
そ
の
利
排
に
闘
聯

す
る
成
汎
た
る
貨
幣
取
引
に
闘
し
て
一
五
へ
ば
、
代
債
を
獲
得
す

る
た
め
支
沸
ふ
べ
き
債
格
を
考
へ
作
ね
わ
け
で
は
な
い
が
、
然

し
既
に
ホ

l
ト
レ
イ
の
指
摘
し
た
如
〈
、
貨
幣
に
到
す
る
請
求

様
の
債
格
を
そ
の
他
の
債
格
と
同
一
蹴
す
る
と
と
は
、

一
般
的

債
格
水
準
の
高
さ
で
表
現
さ
る
h
A

如
き
貨
幣
の
購
買
力
を
決
定

す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
揚
合
に
は
、
不
常
で
あ
る
。
債
格
水

第
四
十
九
巻

六
五

第
四
競

Cassel の所~~I L乗数l正l子寸は、金本校制度の Fでは、尚h 品と Lての金の債値
が貨幣としての金のf賀債と一致するところに定まるが、 自由なる本1-((制度の
下では此の悶子は相当吋偵格と全然無関係である。.
反之第一命題は如何なる概念規定配とるかに無関係である。
I-Iaw-uey: Currency~ and Cr-edit， 3 red'7 London 1928， p. 37・
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貨
幣
数
量
設
の
詩
形
惑
と
そ
の
吟
味

準
概
念
に
し
て
あ
ま
り
に
も
不
巌
鰐
た
ら
ざ
ら
ん
が
矯
に
は

右
端
躍
の
旬
、
『
は
、
資
本
財
、
消
費
財
、
用
役
及
び
こ
れ
ら
の
清

求
権
(
株
券
の
如
き
も
の
)
に
封
す
る
支
排
し
か
含
ま
ね
如
〈
、
限

定
さ
れ
ね
ば
左
ら
ね
。

冨
u
d
『抑
H

句、NI
l
l
-

此
の
方
程
式
台
は
上
況
の
修
正
が

た
岱
れ
や
D

針
幣
敬
社
L

『
償
却
怜
水
準
E
C

の
刊
の
教
信
的
附
悌
を

;3) 
見
る
場
合
、
恐
ら
〈
此
の
交
換
方
程
式
は
設
も
安
営
危
旧
渡
鮎

を
友
す
で
あ
ら
う
。
夫
伎
に
五
口
々
は
、

p
h
『
と
(
富
岡
日
、
『
む
と
の
閲

の
闘
係

l
|そ
れ
は
%
の
縫
動
に
依
存
す
る

l
ー
に
つ
い
て
の

経
験
的
研
究
の
最
も
重
要
注
成
果
を
筒
翠
に
要
約
し
よ
う
。

先
づ
趨
勢
的
鑓
動
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
信
用
制
度
の
組
織
改
善
が

流
遁
速
度
を
著
る
し
〈
智
大
せ
し
め
た
こ
と
は
疑
な
い
。
既
述
の
如
〈
貨

幣
数
量
に
銀
行
券
及
び
預
金
通
貨
を
合
め
る
と
き
ず
ら
、
こ
の
こ
と
は
妥

常
す
る
。
然
し
此
白
山
噌
大
は
vh-
に
謝
し
て
の
方
が
れ

μ

に
封
し
て
よ
り
も
宇

宇
大
き
い
。
蓋
し
貨
物
的
取
引
以
外
の
支
抑
が
穂
貨
幣
取
引
に
於
て
占
む

る
部
分
が
同
時
に
噌
大
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
丸
暗
大
の
結
果
D
U
-

は

F
M
4闘
に
聴
ピ
て
上
昇
し
た
。
同
時
に
中
h
-

も
著
し
〈
噌
加
し
た
か
ら
、

武
際
p
h
正
叫
と
の
聞
に
は
幾
ら
か
よ
い
相
閥
閥
保
が
認
め
ら
れ
る
。
最
近

数
世
紀
の
偵
格
水
準
の
趨
勢
的
煙
動
は
貴
金
属
生
産
の
扶
態
と
明
白
な
閥

聯
を
有
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
引
と
中
日
と
の
岡
崎
平
行
的
脅
大
は
た
だ
部

分
的
に
し
か
共
通
原
因
を
有
し
な
い
。
印
ち
そ
れ
が
貨
幣
経
済
の
縮
大
及

第
四
十
九
谷

ハ
五
四

第
四
銃

ぴ
商
品
取
引
の
智
加
と
関
聯
ナ
る
限
り
に
於
て
の
み
さ
う
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
あ
り
て
回
れ
の
暫
大
は
信
用
制
度
の
設
展
に
よ
り
、

T
h
-

の
椿

大
は
生
産
因
子
の
智
加
及
び
生
産
カ
の
上
昇
の
結
果
で
あ
っ
で
、
此
等
の

要
因
は
決
し
て
同
一
の
線
に
沿
っ
て
慶
動
ナ
る
必
然
性
を
有
し
な
い

U

か

(
て
上
記
の
結
果
を
一
般
化
ナ
る
L
と
は
由
来
た
い
。

次
に
、
比
一
及
び
中
h
m

の
慶
勤
を
合
む
よ
り
短
期
的
な
る
痩
勤
に
ワ
い
て
見

て
も
、
ロ
い
一
と

Z
K
・
4

同
と
の
問
の
よ
い
相
闘
関
係
か
一
足
出
す
こ
と
は
出
来

な
い
の
議
集
循
環
及
び
季
的
規
動
の
何
れ
の
下
に
於
て
も
叫
は
箸
る
し
く

郵
到
す
る
。
}
般
に
川
目
、
好
景
気
又
は
好
季
節
に
は
帝
大

L
、
悪
景
気

又
は
悪
季
節
に
は
減
少
す
る
。
従
っ
て
D
h

ぼ

ヨ
t
.
F
に
雁
ピ
で
楕
減
ナ

る
。
然
し
も
ば
叫
と
同
方
向
に
慶
劫
ず
る
か

b
、
此
の
場
合
も
D
U
E
と日山固と

の
一
致
の
方
が
よ
り
よ
く
表
は
れ
る
。
伺

L
、
大
股
恥
ら
一
五
り
て
、
れ
-
は

川
に
比
し
て
景
気
場
動
に
於
て
は
よ
り
強
く
郷
到
し
、
季
筒
鵬
出
動
に
於
て

は
よ
り
弱
〈
嬰
到
す
る
傾
向
を
有
す
る
。

最
後
に
じ
-
の
費
動
に
無
関
係
な
る
九
及
び
比
一
白
艶
勤
も
亦
存
北
十
る
。

此
の
一
場
合
に
は
、

p
h
と
M
一
と
は
比
例
的
に
費
動
す
る
(
詳
言
す
れ
ば
、
信

用
制
度
及
び
取
引
慣
習
が
犬
値
不
出
世
な
る
限
り
、
債
格
水
準
正
貨
幣
敷
設

ー
と
は
、
比
例
的
関
係
を
保
母
つ
づ
っ
、
手
を
携
へ
て
費
動
す
る
)
主
考
へ
ら

れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
然
し
い
ふ
主
で
も
な
〈
穂
々
の
理
由
か
ら
し
て
此
白

両
者
聞
の
比
率
が
一
方
叉
は
他
方
に
動
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば

公
衆
が
、
今
品
開
主
つ
て
ゐ
る
債
格
勝
賞
は
一
回
防
総
織
す
る
で
あ
ら
ろ
と
考

へ
る
場
合
、
債
格
騰
貴
は
買
念
ぎ
の
傾
向
を
生
ピ
、
従
う
て
支
出
を
暫
し

現
金
残
高
を
減
少
す
る
こ
と
の
刺
訟
と
な
る
o

然
し
他
の
揚
合
に
は
傾
格

勿論貨幣に31-J-する訴求権の傾格の主日曹は、一般的債絡フ1<1撃の郷勤に直接には
関係ない主ころの原l珂によって郷勤し得る。例へは也、 rl~J段不可能の危険及び
利子歩合。
統計的研究に於ては、 Fi片herは寧ろ質際に後の修豆された形を用ひる。
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騰
貴
は
流
遁
速
度
鴻
少
を
来
す
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
償
格
水
準
騰
貴
が
、

習
性
的
に
よ
り
高
い
現
金
保
有
事
を
有
す
畠
社
合
階
級
に
劃
し
て
牧
入
を

帯
加
す
る
如
き
相
封
筒
絡
の
費
動
を
伴
ふ
場
合
目
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。

同
一
の
こ
と
は
ま
た
、
債
格
騰
貴
が
貯
蓄
帯
加
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
種

々
の
惰
性
的
要
素
の
結
果
現
金
残
高
の
帯
加
の
形
を
と
る
場
合
に
も
、
吊
官

官
ず
る

d
F

払
-
及
び
M

刊
の
費
到
の
間
の
現
究
の
関
係
は
、
殿
町
W
な
る
比
例
性

か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
夫
自
控
と
し
て
は
扱
め
て

興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
差
首
り
以
上
の
簡
単
な

注
意
で
売
分
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
と
h
h

に
想
起
さ
る
ぺ
雪
は
、
九
一
と
比
一
L
一
の
閣
の
と

一
記
の
聞
係
は
も
ん
T

、
p
い
が
上
討
の
交
険
方
尚
武
寸
聞
ハ
ヘ
月
刊
仇
川
町

如
〈
規
定
さ
れ
る
場
合
し
か
安
世
せ
ぬ
と
と

こ
れ
?
あ
一
る
。

成
程
ロ
ハ
“
で
表
さ
れ
る
物
債
指
数
は
二
義
的
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
な

い
が
、
然
し
、
凡
で
賓
物
取
引
の
債
格
が
取
引
量
で
加
重
さ
れ

る
と
と
は
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
も
ゐ
る
物
債
指
数
の
本
来
の
存

在
四
四
由
は
、
そ
れ
が
流
通
機
構
の
研
究
を
容
易
だ
ら
し
め
る
貼

に
求
め
ら
れ
る
。
然
し
他
の
視
貼
か
ら
す
れ
ば
慣
格
水
準
受
動

の
こ
れ
と
異
る
測
定
方
法
が
よ
り
有
意
味
友
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。
従
っ
て
五
口
#
は
、
更
に
進
ん
で
、
貨
幣
数
量
説
は
、
慣
格

水
準
概
念
が
よ
り
現
賓
的
な
る
意
義
を
有
ナ
る
如
ノ
¥
綾
活
さ

貨
幣
敷
量
設
の
詩
形
惑
と
そ
の
吟
味

.，[i 

冨

-< 
11 主
司 両 府

':.;ぜ
~114) 日

且k ら
のぬ
交
換
方
程
式
は:
数
量
説
忙

就

れ
得
る
か

で
の
ホ

1
ト
レ

1
の
展
開
の
某
礎
を
在
す
様
に
息
は
れ
る
。

グ
ウ
は
流
通
選
度
に
替
ふ
る
に
そ
の
逆
数
値
、
邸
ち
一
定
期
間

中
の
十
民
間
に
劃
す
る
現
金
銭
高
の
比
を
以
て
す
る
戸
、
他
の
黙

で
は
彼
の
銭
円
活
は
同
様
の
線
忙
沿
っ
て
動
い
て
ゐ
る
。
今
ゃ
、

問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
方
程
式
か
ら
問
裂
す
る
数
回
一
旦
設
の
絞
遁
形

式
が
、

三
れ
ま
で
考
察
し
た
詩
形
式
に
比
し
で
、

如
何
な
る
改

叫
吉
右
京
味
ナ
る
か

r
問
題
で
あ
る
。

此
の
間
び
は
否
定
的
に
叫
ん
口
へ
ら
れ
る
が
、

そ
の
開
一
由
は
、

れ
に
於
て
奥
へ
ら
れ
た
債
待
水
準
の
概
念
規
定
が
徹
底
的
陀
考

へ
抜
か
れ
て
ゐ
友
い
貼
に
存
す
る
。
最
も
詳
細
た
る
ホ

1
ト
レ

イ
の
絞
活
も
此
の
結
に
閲
し
て
は
疑
は
し
い
不
明
瞭
さ
を
有
す

る
。
或
る
一
定
期
間
中
に
於
け
る
「
消
費
者
支
問
」

(gロ
ロ
ロ
自
内

EU

。E
T可
)

は
該
期
間
中
に
於
け
る
「
消
費
者
所
得
」

5
2
5
3・

E
2
2
)
上
り
「
消
費
者
残
高
」

(
n
S
E
E
m
-
E
E
B
)
〔
消
費
者

が
現
金
又
は
預
金
の
形
に
於
て
保
有
せ
る
現
金
〕

の
増
加
を
差

引
い
た
も
の
忙
等
し
い
。
従
っ
て
(
預
金
以
外
の
形
に
於
け
る
)
資

第
四
十
九
巻

六
五
五
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Pigou: lndustrial Fluctuations， l.ondon 【927，pp. 152-I53. ir~ trade velocity 
と呼ぶもの在れとは混同を許主向。1/.>17.)場合には財産樺其他i亡劉する支持
も考慮されてゐる。更に~1. A. Copelancl (Money， Trade and Prices-a Test 
of Causal Prim:tcy， Quarterly Journal. of EcnnomIcs， 1929， p. 648 et seq.) 
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貸
僻
市
数
量
訟
の
諸
形
態
正
そ
の
吟
味

本
投
資
も
亦
消
費
者
支
出
に
含
ま
れ
ね
ば
た
ら
む
。
此
の
資
本

投
資
に
し
て
具
慌
的
資
本
財
或
は
そ
の
請
求
権

(
例
へ
ば
株
券
)

の
臨
買
か
ら
成
る
場
合
に
は
、

か
t
A

る
資
本
財
若
く
は
請
求
権

の
債
格
も
亦
物
偵
指
敢
に
加
算
さ
れ
ね
ば
た
ら
お
。
然
し
乍
ら

資
本
投
資

白/1 泊工

イ可 '(E 
たた
<e. :1'i' 

特の
そ jú~
加!被
14「 の
寸ー tを
ぺ何'1-
Z死一 び1

て・ If;!: 
あ式
らを
り l~止
か17);~. 
コ j品1

λふ.
I=> 

人、こ

J
t

十

nv十
ト

ト

ー

ュ
j

l

 

引
u
r
i
J
J

に
貸
附
ら
れ
た
貨
幣
資
本
が
州
開
化
し
て
行
く
貨
物
的
資
本
財
の

債
格
を
採
る
以
外
に
抜
道
は
存
し
な
い
。
然
し
乍
ら
資
本
形
成

を
表
現
す
べ
き
偵
絡
は
そ
の
性
白
紙
め
て
成
汎
に
し
て
的
特
水

こ
の
こ
と
は
特
に
、
資
本
形

叩
に
加
算
し
難
き
も
の
を
合
む
。

成
が
牧
錠
榊
加
よ
り
生
じ
た
資
本
財
の
憤
飢
増
加
に
於
て
成
立

す
る
場
合
に
於
て
、
然
り
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
何
が
似
絡

で
あ
り
何
が
数
与
主
で
あ
る
か
を
規
定
し
難
〈
、
従
っ
て
積

Za

内
部
の
諸
国
子
へ
の
合
理
的
な
割
首
て
を
行
ふ
と
と
は
不
司
能

で
あ
る
。
従
っ
て
か
〈
の
如
き
構
想
を
最
後
ま
で
貫
徹
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

5) 

冨ゆ吋一
-
H回

M
H
-
1
1
l
此
の
方
程
式
が
と
れ
ま
で
の
方
税

式
と
異
る
貼
庶

τ晶
、
-
じ
が
或
る
一
定
期
間
に
於
什
る
消
費
目
的

第
四
十
九
巻

六
五
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四
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の
た
め
の
消
賓
者
支
出
を
表
寸
黙
に
存
す
る
。
従
っ
て
貨
幣
所

得
の
う
ち
の
節
約
部
分
は
計
算
外
に
置
か
れ
る
。
交
換
方
相
式

の
か
く
の
如
き
絞
漣
形
式
は
フ
ォ
ス
タ
ー
及
び
キ
ヤ
ツ
千
ン

グ
ス
に
於
て
現
は
れ
る
が
、
波
等
は
、
消
費
財
と
の
閥
係
に
於

壷f E け
でとる
君主山 J~t 
tr三、こ 明年
。 主 ID

ぃ i司L
，，，)-~ ，、，@

0' /，週i

度
高f
名

H 
k卜

民
円
』
円

A
U
U
R

J
R
A
U

一CC
3
1‘
 

シ
ユ
ム
ペ

1
グ

1
h
リ
紋
法
一
も
亦
同
校
。
方

ケ
イ
ン
ズ
は
ピ
グ
ウ
に
校
ら
っ
て
流
通
漣
度
の
概

j皮念
の P
Jす現

へ金
方残
は高
此の
の概
紘念
1;こ ーで、
J月一 nJ. 
4日"-'

つ換
てへ

lliJJ t.ご
L、 ど
では
(/;; E 

る川ヘ

他
の
鼎I

-で冒

l土

か
白
、
る
銀
中
山
一
形
式
の
長
所
が
、

前
の
も
の
よ
り
も
よ
り
現
賓

的
な
る
内
容
を
有
す
る
物
使
指
数
を
合
む
矧
に
る
る
こ
と
は
、

い
ふ
ま
で
も
な
い
。

九
は
消
費
財
的
格
水
叩
で
あ
っ
て
、
人
々

が
「
生
計
貨
の
縫
動
」
と
呼
ぴ
慣
は
す
と
こ
ろ
の
も
の

L
表
現
に

他
友
ら
な
い
。
此
の
概
念
は
賓
際
に
は
種
々
の
仕
方
で
規
定
さ

れ
る
に
し
て
も
、
然
し
そ
れ
が
経
掛
事
的
分
析
に
と
っ
て
不
可

快
で
あ
る
こ
と
は
疑
無
い
の
で
あ
る
c

然
し
乍
ら
九
と
此
-
と
の
同
開
係
を
考
一
燃
す
れ
ば
大
関
知
れ
る
如

く
、
此
の
闘
係
は
前
述
の
P
U目
し
」

M
L
-
の
蹴
係
に
比
し
て
著
る

L む
「

Carl Snyder， Ne¥v Measu了esin the Equation of ExclwDRe， American Econo 
mic Review， 1924， p. 699・
此の問題については、 Robert!".on(Banki時 PoIicyana lhe Price Level. London 
1926， p. 60 et seq.) と Pigou，J[-Iawtrey (何れも EconomicJournal， 1926.) 
とD 間百討論が行はれてゐる。
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く
緊
密
性
を
快
い
で
ゐ
る
。
ホ

I
ト
レ
イ
の
功
絞
の
一
つ
は
、

公
衆
の
現
金
浅
高
吟
昨
県
都
.
叱

R
7
1時
刻
掛
艇
中
町
〕
と
の
合

計
よ
り
成
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
賄
に
存
ず
る
、
従
っ
て
仮
に

治
費
者
獲
高
が
そ
の
消
費
支
出
と
何
ら
か
の
定
常
的
比
例
陶
係

を
保
つ
に
し
て
も
、

そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、

1
l
l
ケ
イ
ン
ズ
が

考
へ
て
ゐ
る
と
忠
は
心
る
様
に

i

(

銀
行
外
部
の
)
現
金
浅
高

綿
積
も
亦
泊
究
支
出
総
額
と
何
ら
か
の
定
常
的
比
例
闘
係
に
立

た
ね
ば
友
ら
ぬ
、

と
い
ふ
結
冷
は
引
出
さ
れ
た
い
。

企
業
の
浅

高
は
消
殺
ト
凡
山
に
い
比
比
例
し
二
域
助
す
る
の
で
は
注
〈
、
ヲM

'~' L 

と
げ
一
岐
に
は
附
係
た
い
段
々
の
収
巾
か
、
り
し
て
日
明
助
寸
み
3

児

に
、
消
費
者
残
高
夫
自
問
も
、
会
開
と
し
て
見
れ
ば
、
消
費
支

出
よ
り
も
線
支
出
(
投
資
支
出
を
も
合
む
)
に
よ
り
多
く
泊
臆
す
る

と
い
ふ
事
情
が
と
れ
に
附
加
は
る
。

か
く
て
五
日
々
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
、

l
l印
ち
、

花
一
日
と

が
、
交
換
方
程
式
の
絞
一
通
に
首
っ
て
同
民
俗
水
準
慨
念
が
現
賓
的

意
義
を
有
す
る
と
と
を
要
求
す
れ
ば
す
る
程
、
貨
幣
数
量
と
債

格
水
準
と
の
聞
の
数
量
的
闘
係
は
不
確
定
と
た
る
こ
と
、

こ
Aし

で
あ
る
。

貨
幣
数
量
設
の
詩
形
惑
と
そ
白
吟
味

附
記

以
上
で
リ
ン
ダ
l
ル
の
上
記
の
論

文
の
紹
介
を
終
る
3

貨
幣
数
量
説
の
交
替
的

諸
形
式
を
絞
し
て
然
も
そ
の
背
後
の
基
本
観

黙
の
封
立
に
燭
る
る
と
と
潟
き
此
の
分
析

は
、
利
平
械
の
憾
友
し
と
し
な
い
の
で
あ
る

が
、
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
や
此
の
周
到
友

る
綾
中
川
一
は
そ
れ
白
幽
問
調
自
の
一
意
義
を
有
ナ
る

幣も
.fHl co 
一九 E 
JiIHIIζ二

6つ 2_，
f卑.'"
統上
l ヨ1)う
L 0 

何事 而
ばし
Jl て
7'1:: ;fJ~ 

も→
の J椅
の J!Jl.

占但〉

貨

の
火
現
在
h

日
々
は
と
と

に
丸
山
ナ
の
で
あ

る
。
此
の
射
に
ま
で
な
入
る
こ
と
は
、

L;l‘ 
る

か
に
玉
川
と
の
綾
漣
の
範
闘
を
超
え
る
の
で
あ

っ
て
、
別
に
こ
れ
を
詳
論
し
た
い
左
思
ふ
。
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